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はじめに

静岡県では「しずおか健康創造 21 アクションプラン」を平成 13 年度に定め、

健康づくり事業を推進しようとしています。このプランの E的には「健康寿命

の延伸J、「生活の質の向上」が掲げられ、健康づくりのための目標と戦略が示

されています。

当センターでは、高齢になっても活動的に生活するための要件を明らかにす

るために、平成 11 年度に高齢者の生活実態調査を実施しました。調査からは、

静岡県の高齢者は概ね現在の生活に満足し、活動的に生活している方がいるこ

とが明らかになりました。この結果は平成 13 年 3 月に、「静岡県における高齢

者の生活実態調査 I 一性・年齢階級，'iJIJ比較-J として報告いたしました。

今回はさらに、集計分析をすすめ、高齢者の生活満足と関連する生活実態に

ついて検討しました。その結果、身体機能が維持され、日常生活が整えられて

いること、人間関係が豊富であることが高齢者の生活満足度を高めるために重

要であることが確認されました。

この調査結果は、現在高齢者のために行われている健康づくり事業、老人保

健事業や介護予防事業などの充実強化と地域での日常生活のなかで高齢者を支

えるしくみの必要性を示す根拠となると思われます。

また、今後、高齢者を支援する各種の事業の計画立案や評価の根拠として、

この調査結果を活用していただければ幸いです。

この調査は、 14，000 人という多くの方々に御協力いただいたことでより意義

のある結果を得ることができました。御協力くださった方々、関係行政機関、

並びに調査結果の集計分析に御指導いただきました国立療養所中部病院 太田

蕎城先生、独立法人国立健康・栄養研究所 高田和子先生に心より感謝申し上

げます。

平成 14 年 3 月

静岡県総合健康センタ一

所長横山重喜
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要約

I 目的

静岡県の高齢者の活動度や生活満足度および生活習慣を把握し、高齢に
なっても活動的に生活するための要件を明らかにし活動的余命をより長くす
るための支援方法を検討する資料とする。

E 方法

l 調査方法

静岡県内の65歳~84歳の高齢者22.040人 (74市町村各300人)を対象に、平
成11年度に郵送法で実施した。 14. 182人から回答があり(回収率64.8出)、
14.012人を分析対象とした。

2 調査内容

生活満足度と関連する生活実態を調査した。

生活満足:健康観、精神的健康、精神的活力、人的サポートへの満足、経済
的満足

生活実態:移動能力、生活活動力、身体状況、社会活動、身体活動、睡眠、食事、
その他(生活リズム、宗教、用事を頼める人など)

3 集計分析

集計分析は性・年齢階級別に以下の3点を実施した。

(1)各生活実態の状況別に各生活満足の割合の比較

(2)各生活実態の状況別に得点化した各生活満足度を比較

(3)生活満足に関連する生活実態の抽出

E 結果の概要
l 現在の生活への全体的に満足しているか否かによる、生活満足の違いは、健
康観、精神的健康、精神的活力で比較的大きかった。

2 I移動能力J や「生活活動力」が高く、「疾病や障害」が生活に影響しない、
「社会活動j や「身体活動J を実施している、「睡眠」、「食事」、 「生活リ
ズムJ などの生活条件が整っている、 「用事を頼める人J があるなどの人と
の交流があるほど、生活満足は高くなっていた。

3 社会活動のうち「他人の世話」や「地域活動」では頻度が「週5回以王j にな
ると、それ以下の実施頻度より生活満足が低下する傾向があった。

また、社会活動や身体活動は実施頻度が「逓l回以下j と低くても、実施し
ない場合より生活満足が高かった。

4 生活満足に関連する生活実態として「聴力障害の生活への影響」、「身の回りの
処理J、「歩行の頻度j、「他の人と比較した歩く速さの受け止め方」、「蛋白質食品
の摂取頻度j、「睡眠問題の有無」、「用事を頼める人の有無j などが抽出され
た。

5 高齢者の生活満足を高めるためには、移動や生活活動力を維持するための、
疾病の予防・管理、日常生活の整え、社会活動や身体活動への参加、さらに
日常生活での他者との交流が重要であることが予測された。
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目的

高齢社会の進行や介護保険制度の創設により、寝たきりや障害の予防に対する
重要性がこれまで以上に高まり、地域としての活力を経済的にも社会的にも実現
していくためには、身体圃心理・社会的に健康で長寿な地域づくりが重要な課題
である。本研究では静岡県の高齢者の活動度や生活満足度および生活習慣を把握
し、高齢になっても活動的に生活するための要件を明らかにし活動的余命をより
長くするための支援方法を検討する資料とする。

方法

調査対象

(1)対象者

対象者は静岡県内の65歳-84歳の高齢者22 ， 040人であった。

(2) 対象者の抽出

対象者は性、年齢階級別層化無作為抽出した。

性別、高齢期別に各75人、一市町村あたり計300人を県内の74市

町村から抽出した。

調査の方法

調査は調査票の郵送留置法により実施し、郵送により回収した。

調査期間

平成11年 12月 1 日から平成13年l 月 15日まで、調査票の郵送から返送までの期間
はおよそ2週間とした。

回収状況
対象者22 ， 040人に郵送し、転居や住所不明は40人であった。返送されたのは

14, 182人で、転居や住所不明者40人を除く、 22 ， 000人のうちの回収率は64.5出で
あった。

インフォームドコンセント守秘義務の遵守
アンケートの依頼状にて調査の主旨を説明し、守秘義務の遵守をうたい、御本

人の調査協力の表現として、氏名表記をお願いした。静岡県総合健康センター内
で氏名を ID番号に替え分析した。

分析対象

回答があった 14， 182人のうち、痴呆傾向のあるものを除くために、年齢の回答
に3歳以上の誤記があった54人、さらに家庭内で対象外の家族等が回答している73
人等の合計170人を無効回答として除いた 14， 012人とした。

表 1 分析対象者の内訳

年齢
性

男性 女性 計

前期高齢期 (65歳-74歳) 3566 3536 7102 

後期高齢期c75歳-84歳) 3579 3331 6910 

昔 7145 6867 14012 

- 1 十
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園1

7 調査内容

調査内容は、生活満足と関連すると思われる生活実態を取り上げた。
「高齢者生活実態調査内容」参照)

(図 1

生活満足としでは「健康観」、「精神的健康」、「精神的活力J、「人的サポートへの満
足」、「経済的満足」を取り上げた。

さらに生活満足の指標として『健康観』は「自分の健康の考え方J 、 「体調J、「
気分j、「元気」を. W精神的健康』は「将来への不安J、「さみしさ」、「無力感j、「気分
の落ち込み」を、 『精神的活力』では「将来への夢や希望J、「生きがい」、「気力」、「
趣味J を、 『人的サポートへの満足』として「周りとのつきあいJ、「友人とのつき
あいJJ家族とのつきあい」、「近所とのつきあいJ を、 『経済的満足』として「お
金の余裕J、「こづかいへの満足J、「お金の蓄え」を取り上げた。

生活実態としては 1 1 移動能力」、 12 生活活動力J、 13 身体状況J、 14社会活動」、「
5 身体活動」、 16睡眠J、 17食事J、 18 その他J を取り上げた。

さらに、 W2生活活動力』の要素として「一人での外出」、「買い物j、「食事のした
く J、「身の回りの処理j、「金銭管理J ができるか否かを、 W3 身体状況』として
「治療中の疾患J、「視力障害の生活への影響J、「聴力障害の生活ぺの影響」、「歯の障
害の生活への影響」の有無を、 W4社会活動』として「収入を得る仕事」、「地域の
役員やボランティアなどの地域活動j、「家の中の作業などの家事j、「他人の世話」、「
市民講座の受講J の頻度を、 W5 身体活動』として「歩行」、「運動」、「作業」の頻
度、 「他の人と比較した歩く速さの受け止め方J を、 W7食事』として「回数J、「
蛋白質食品の摂取頻度」、「野菜の摂取頻度j を、 W8 その他』として「配偶者の有
無J、「宗教を大切と考えるか」、「性別j、「年齢」を取り上げた。

高償費生活聖態鴎査内容

生 足 生

11鍵康観 健癒範 卜移動能力 4 社会活動 7 食事

体積 仕事由頻度 回数

気分 地域活動の額度 蛋白質量晶摂取頻度

元気 .-ー惨 2 生活活動力 家事由頻度 野菜摂取頻度

21精神的健康 将来への不安 再出 他人の世話の頻度

さびしさ 買い物 市民講座由受講 8 その他

無力感 童事のした〈 配偶者の有無

気分由落ち込み 身辺処理 5 身体活動 宗教への考え

31精神的活力 趣味 金銭普理 歩行の頻度 性>>11

将来への事や希望 運動の類度 年齢

いきがい 3 身体状混 作業の頻度

気力 治療疾患 歩〈速さ

4 人的サポート 罵簡とのつきあい 祖覚障害の生活への臨聾

への満足 友人とのつきあい 韓宜陣奮の生活への畢響 ~睡眠問題
家族とのつ吉あい 歯の障害の生活への影響

近所とのつきあい

51経済的満足 お壷白書裕

こづかいへの満E

お金の蓄え

2 
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8 集計分析

集計分析は、総数の他に、性別及び年齢階級7J1jに男性前期高齢期 (65から 74
歳)、男性後期高齢に (75~84歳)、女性前期高齢期、女性後期高齢期の 4群に
ついて実施した。

集計分析は以下の 3点について実施した。

(]) 各生活実態別の各生活満足の回答の比較

各生活実態の状況別に、「健康観(健康の考え方、元気、体調、気分)H精神的
健康(将来への不安、さみしさ、無力感、気分の落ち込み) J、「精神的活力(趣
味、いきがい、夢や希望、気力) J、「人的サポートへの満足(周囲、家族、近所、
友人) J、「経済的満足度(お金の余裕、こづかいへの満足、お金の蓄え) J の各生
活満足の回答結果を割合で比較した。有意差検定はカイ二乗検定を行った。

(2) 各生活実態別に得点化した各生活満足の平均得点の比較

生活満足として「健康観j、「精神的健康」、「精神的活力」、「人的サポートへの満
足」、「経済的満足j を「表2生活満足の得点化j のように得点化して、各生活状況
により平均点を比較した。

有意差検定はT検定またはノンパラメトリック検定を実施した。
また、生活実態の頻度問の平均得点の比較は、 2組の頻度ごとにT検定を実施
し、1/(組合数1)に有意確率を補正した。

表2 生活満足の得点化

項 自 1点 日点

健康観 健康の考え方 健康 不健康

(4点} 気分 よい

嘆ふ体調 よい

元気 元気である

精神的健康 将来への不安 ない ョ;(4点) さみしさ ない

無力感 ない ある

気分の落ち込み ない ある

精神的活力

彦趣也空や味空希L望1 
ある ない

(4点) ある ない

ある ない

気力 ある ない

人的サポ トへ l周友囲人とのつきあい 満足 不満足

の満足 とのつきあい 満足 不満足
家族とつきあい 満足 不満足

(4点) 近所とのつきあい 満足 不満足
経済的満足 お金の余裕 満足 不満足

l蓄』づえかいへの満足 満足 不満足
(3点) ある ない

(3) 生活満足に関連する生活実態の抽出

「健康観(健康の考え方、元気、体調、気分) J、「精神的健康(将来への不安、
さみしさ、無力感、気分の落ち込み) J、「精神的活力(趣味、いきがい、夢や希
望、気力) J、「人的サポートへの満足(周囲、家族、近所、友人) J、「経済的満足
(お金の余裕、こづかいへの満足度、お金の蓄え) J の各生活満足ごとに、生活
実態のうち関連があるものをロジスティック解析にて検討した。

• 3-



-生活満足と生活実態

ここには、(])各生活実態別の生活満足の割合と (2) 各生活実態別に得点化し
た生活満足の平均得点の概要を示した。図は各生活満足について「健康観のうちの
健康の考え方の割合J と「健康観の平均得点J を本編より抜粋して掲載した。

果結E
 

性・年齢階級別生活満足
性及び年齢階級別に、生活満足の平均得点を比較した。 r健康観J、「精神的健

康」、「精神的活力」、「人的サポートへの満足」では男性が女性より、前期高齢期
が後期高齢期より平均得点が高かった。しかし「経済的満足J では性、年齢階級
による平均得点に違いはみられなかた。

医1-1 性別の健康観の平均得点

12  3 

性(n=586 1) 3.01 

性(n=521 1) 2.92 

点a
u守
宅

'
'
B
'
B
Z
'
g
a
z
a
'
'

nu 
nu 

くP
4
 

男

女

図1-2 年齢階級別の健康観の平均得点

2 3 4 点

前期高齢期(n=601 1)

後期高齢期(n=5061)

配偶者の有無
(J) 配偶者の有無と生活満足の割合

配偶者の有無により、各生活満足の割合をみた。性・年齢階級矧jにも、すべ
ての生活満足で、配偶者の有無による肯定的な回答の割合に差がない群が目
立った。

2 

-ｭ
壬

国トH配偶者の有無jと「健康の考え方』

100% 80略60% 40% 20覧。%

配偶者晶り(n=9480)

配偶者なし(n=3906)

匝面長垣 DØlI吾亙空杢重自

配偶者の有無と生活満足得点
配偶者の有無により、生活満足の平均得点を比較した。「健康観」、「精神的健

康」、「精神的活力J、「人的サポートへの満足J については、配偶者がある方が平
均得点が高くなっていたが、 「経済的満足j については配偶者の有無により違
いはなかった。性・年齢階級別には、「精神的健康」、「精神的活力」、「人的サポー
トへの満足」では、配偶者がある方が平均得点が高い傾向にあった。しかし
「健康観」、「経済的満足」ではすべての群で、配偶者の有無による差はなかっ
た。

(2) 

点
5 

国2-20r配偶者の有無』と健康観の平均得点(合計)

2 3 4  

65-74歳あり(n=4628)

なし(n=1185)

2.77 

2.71 

65-74歳 75-84歳有意差無し

4 

75-84歳あり(n=3112)

なし(n=1828)



身体状況3 

治療中の疾患の有無

治療中の疾患の有無と生活満足の割合

治療中の疾患の有無により、各生活満足の割合をみた。治療中の疾患がない
方が肯定的な回答の割合が高くなっていた。性・年齢階級別にも同様の傾向で
あったが、「人的サポートへの満足」、「経済的満足」では、治療中の疾患の有無
と肯定的な回答の割合が有意の差がない群があった。

3-1 

)
 

l
 

(
 

陸3-j[治擦中の疾患』とf鍵康の考え方』

10叫80% 60弘40施20弘。%

ある (n=9750)

ない (n=3113)

(pく0.0 1)画師亘亙面画璽]

治療中の疾患の有無と生活満足得点
治療中の疾患の有無により、生活満足の平均得点を比較した。どの生活満足
も治療中の疾患がない方が平均得点が高くなっていた。性・年齢階級別にも同
様であった。

(2) 

点
隠ト20r治療中の疾患』と健康鏡の平均得点{合計)

36 8i  

65-74鼠 75-84慮 P<0.01

4 

3.74 

3 

T 

2.85 

2.47 

2 。

65-74歳ある(n=3858)

ない(n=1727) m 

75-84歳ある(n=3758) I 
ない(n=957) Ii 

視覚障害の生活への影響

視覚障害の生活への影響と生活満足の割合

視覚障害の生活への影響の有無により、各生活満足の割合をみた。視覚障害
の生活への影響がない方が肯定的な回答の割合が高くなっていた。性・年齢階
級別にも同様の傾向であった。

3-2 

)
 

l
 

(
 

国3-2-j[視覚障害』と『鍵康の考え方」

100% 80% 60% 40% 20陥。覧

ある(n=1274)

ない(n=10766)

J土号土台ご~-:-ó-~---

• 5 



視覚障害の生活への影響と生活満足得点
視覚障害の生活への影響の有無により、生活満足の平均得点を比較した。ど
の生活満足も視覚障害の生活への影響がない方が平均得点が高くなっていた。
性・年齢階級別にも同様であった。

(2) 

点
園3ー会包沼「視覚障害Jと健康観の平均得点(合計)

012  3 4 5 

65-74歳ある(n~40 1) 山川山川口1.97

ない(n~510助 2 川3ぶバニ1中かににιι戸以よみ111 3.26 

[ 
75-84歳ある(n~田8) II!r 山コ吋?円1.67

なL市~3940) 即時 lIIIIiiI川二よみ山以ぷι午川口引にl1li 2.92

65-74歳 75-84歳 P(且 01

聴覚障害の生活への影響

聴覚障害の生活への影響と生活満足の割合

聴覚障害の生活への影響の有無により、各生活満足の割合をみた。聴覚障害
の生活への影響がない方が肯定的な回答の割合が高くなっていた。性・年齢階
級別にも同様の傾向であったが、「人的サポートへの満足」については聴覚障害
の生活への影響の有無による違いが見られない群もあった。

3-3 

)
 

l
 

(
 

図3-3-H聴覚障害Jër健康の考え方」

20覧 40% 60% 80% 100施

(P(O.oll 

0陥

ある(n~1307)

ない(n~10733)

聴覚障害の生活への影響と生活満足得点
聴覚障害の生活への影響の有無により、生活満足の平均得点を比較した。ど
の生活満足も聴覚障害の生活への影響がない方が平均得点が高くなっていた。
性・年齢階級別にも同様であった。

(2) 

5
1
i

」
問

園3-3-20r聴覚障審Jと健康観の平均得点{合計}

2 3 4 

一
点

2.42 

3.21 

2.17 

65-74歳ある(n~289) 自

ない(n~5217) I 

75-84歳ある(n~72 1) I 
ない(n~3787) I 

-6-

二



H 

歯の障害の生活への影響

歯の障害の生活への影響と生活満足の割合

歯の障害の生活への影響の有無により、各生活満足の割合をみた。歯の障害
の生活への影響がない方が肯定的な回答の割合が高くなっていた。性・年齢階
級別にも同様の傾向であった。

3-4 
、
B

，
，l

 
(
 

100% 

図3-4-1r歯の障害』と『健康の考え方」

60覧40% 20活m陥

ある(n=1968)

ない(n=1凹72)

唾孟画昼l亘璽E層雪1 (Pく0.01)

歯の障害の生活への影響と生活満足得点
歯の障害の生活への影響の有無により、生活満足の平均得点を比較した。ど
の生活満足も歯の障害の生活への影響がない方が平均得点が高くなっていた。
性・年齢階級別にも同様であった。

(2) 

点
5 

国3-4-20r爾の障害』と健康観の平崎得点(合計)
o 234  

65-74歳ある(n=696)

ない(n=4810) 3.30 

3.00 

65-74識 75-84餓 Pく0.01

75-84歳ある(n=869)

ない(n=3639)

移動能力

移動能力と生活満足の割合
「一人で外出できる J、「隣近所まで外出できる」、「家庭内のみで移動」、「ね

たきり」の4段階で、各生活満足の割合をみた。移動能力が高くなるほど、各生
活満足は肯定的な回答の割合が高かった。性・年齢階級別にも同様の傾向で
あった。

)
 

l
 

(
 

4 

100% 

-7-

図4-H移動能力」と『健康の考え方j
O覧 20% 40弘 60% 80% 

ねたきり(n=476) 5 

一人で外出(n=11059)

隣近所まで外出(n=1567)

家庭内で移動(n=548)



移動能力と生活満足得点

移動能力により、生活満足の平均得点を比較した。移動能力が高くなるほど
生活満足得点も高くなっていた。移動能力のうち、 「一人で外出できる j と
「隣近所まで外出できる j の差は、他の段階問の差より大きい傾向にあった。
性・年齢階級別にも同様の傾向であった。

(2) 

点5 

国4-20r移動能力』と健康観の平均得点{合計)

4 

3.32 

3.16 

3 

2.22 

2 

1.63 

。

65-74歳
一人で外出(n=5405)

隣近所まで外出(n=304)
家庭内で移動(n=102)

ねたきり(n=83)

75-84鼠
一人で外出(n=352 1)

隣近所まで外出(n=874)
家庭内で移動(n=324)

ねたきり(n=256)
65-74 

生活活動力5 

ひとりで外出

ひとりでの外出と生活満足の割合
ひとりでの外出ができるか否かにより、各生活満足の割合をみた。ひとりで

外出できる方が肯定的な回答の割合が高くなっていた。性・年齢階級別にも同
様の傾向であった。

)
 

]
 

(
 

5-1 

図5-トlr外出』と『健康の脅え方」

100% 80% 60% 40覧20j‘ 。覧

できる (n司 1173)

できない (n=2016)

ひとりでの外出と生活満足得点
ひとりで外出できるか否かにより、生活満足の平均得点を比較した。どの生

活満足もひとりで外出できる方が平均得点が高くなっていた。性・年齢階級別
にも同様であったが、外出できるか否かと生活満足の割合に有意な差がない群
もあった。

(2) 

密5-1-20r外出J./::健康観の平均得点(合計)

2 
点

5 4 3 。

65-74歳できる(n=5440)

できない(n=427)

75-84歳できる(n寸686)

できない(n=1187)

自



買い物

買い物と生活満足の割合
買い物ができるか否かにより、各生活満足の割合をみた。貿い物ができる方

が肯定的な回答の割合が高くなっていた。性・年齢階級別にも同様の傾向で
あった。

5-2 

)
 

l
 

(
 

図5-2-H買い物』と『健康の考え方』

100% 80略60覧40覧20% 。%

できる (n=11845)

できないい=1459)

買い物と生活満足得点
買い物ができるか否かにより、生活満足の平均得点を比較した。どの生活満

足も買い物ができる方が平均得点が高くなっていた。性・年齢階級別にも同様
であった。

(2) 

点
5 

図5-2-20r買い物jと健康観平均得点(合計)

4 

3.26 

3 2 。

65-74歳できる(n=5606)

できない(n=290) 1.10 

3.02 

1.48 

75-84践できる(n=4039)

できない(n=876)

65-74歳 75-84歳 Pく0.01

食事のしたく

食事のしたくと生活満足の割合

食事のしたくができるか否かにより、各生活満足の割合をみた。食事のした
くができる方が肯定的な回答の割合が高くなっていた。性・年齢階級別にも同
様の傾向であったが、食事のしたくができるか否かにより、生活満足の割合に
有意な差がない群もあった。

5-3 

)
 

l
 

(
 

図5-3-1r食事のした<Jと『健康の考え方」

0% 20% 40% 60% 80% 100施

画唾唇;亘唇亙1量二両(円0.01)

で吉る(n=10488)

できない(n=262 1)

ι 一一ーー た心 ー 一一 .-九一一 ι一ーす

9 ー



(2) 食事のしたくと生活満足得点
食事のしたくができるか否かにより、生活満足の平均得点を比較した。どの生
活満足も食事のしたくができる方が平均得点が高くなっていた。性・年齢階級
別にも同様であった。

点
5 

図5-3-20食事のしたくと健康視平均得点(合計)

4 

3.27 

3 2 。

65-74歳できる(n~5052)

できない(n~813) 2.43 

3.04 

2.01 

75-84歳できる(n~3464)

で吉ない(n~1390)

65-74歳 75-84歳 Pく0.01

身の回りの処理

身の回りの処理と生活満足の割合
身の回りの処理ができるか否かにより、各生活満足の割合をみた。身の回り

の処理ができる方が肯定的な回答の割合が高くなっていた。性・年齢階級別に
も同様の傾向であったが、身の回りの処理ができるか否かにより、生活満足の
割合に有意な差がない群もあった。

5-4 

)
 

l
 

(
 

悶5-4-H身の回りの処理』と「健康の考え方j

。% 20% 40覧 60% 80% 100略

ー重吾亘亘函垂亙空垣J(P<O.oo

で曹る(n~12773)

できない(n~631)

身の回りの処理と生活満足得点
身の回りの処理ができるか否かにより、生活満足の平均得点を比較した。ど
の生活満足も身の回りの処理ができる方が平均得点が高くなっていた。性・年
齢階級別にも同様であった。

(2) 

点
5 

醤5-4-20r身の回りの処理』と健康観の平均得点(合計)

4 

3.20 

3 2 。

65-74歳で昔る(n~5749)

できない加~148)

75-84歳で寄る(n~4586)

できない(n~342)

65-74歳 75-84識 P<O.Ol

一 10 ←
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5-5 金銭管理

(1) 金銭管理と生活満足の割合

金銭管理ができるか否かにより、各生活満足の割合をみた。金銭管理ができ
る方が肯定的な回答の割合が高くなっていた。性・年齢階級別にも同様の傾向
であった。

留守5-付金銭管理』と「鍵康の考え方』

0覧 20% 40% 60% 80% 100% 

できる(n=12320) 28.2% 

できない(n=981)

同恒唇亘童画昼E豆望日

(2) 金銭管理と生活満足得点
金銭管理ができるか否かにより、生活満足の平均得点を比較した。どの生活満
足も金銭管理ができる方が平均得点が高くなっていた。性・年齢階級別にも同
様であった。

国5-5-20r金銭管理』と健康観の平均得点(合計}
。 2 3 4 

65-74歳
できる(n=5608)

できない(n=272)

75-84鼠
できる(n=4412)

できない(n=505)

6 身体活動

6-1 歩行の頻度

0) 歩行の頻度と生活満足の割合

点
5 

1 日 30分以上の歩行の頻度別に、各生活満足の割合をみた。どの生活満足も歩
行頻度が高くなると、肯定的な回答の割合が高かった。性・年齢階級感lでも同
様の傾向であった。

図6-トH歩行の頻度」と『健康の考え方j

。覧 20% 40% 60祐 80活 100% 

なし(n=3459)

週l二1-2回(n=3066)

遇lこ3-4回(n=2278)

還に5回以上(nヰ252)

11 



歩行の頻度と生活満足得点
歩行の頻度により生活満足の平均得点を比較した。どの生活満足も歩行頻度
が高くなると平均得点も高くなっていた。性・年齢階級別にも同様の傾向で
あった。

(2) 

5 
点

医6-1-20r歩行の擦度』と健康観の平均得点(合計)

4 3 2 。

65-74歳なし(nヱ1356)
遣に1-2回(n=1368)
遅!こ3-4固(n=1040)
週1こ5回以上(n=1997) 3.47 

2.02 75-84歳なし(n=1449)
遍に1-2回(n=1088)
遭!こ3-4回(n=797)

週lこ5回以上(n=1473)
P(0.01 

歩く速さ

歩く速さと生活満足の割合
他の人と比較した歩く速さの受け止め方別に、各生活満足の割合をみた。ど
の生活満足も他の人より「速い」、「同じj では「遅い」より、肯定的な回答の割
合が高かった。性・年齢階級別でも同様の傾向であった。

6-2 

ー
ノl
 

(
 

掴6-2-1r歩〈速さ』と「健康の考え方』

20討 40拓 60% 80見 100省。%

速し、(n=3282)

関以n=5763)

遭い(n=3729)

分からない(nヰ20)

(P(O.OO 

歩く速さと生活満足得点
他人と比較した歩く速さの受け止め方により生活満足の平均得点を比較し
た。どの生活満足も「他人より速く歩く」、「同じ」、「遅い」の順で得点が低く
なっていた。性・年齢階級別にも同様の傾向であった。

|園健康である口健踏でない圏不明!

(2) 

点5 
国6-2-20r歩〈速さ』と鍵廠観の平均得点(合計)
o 2 34  

3.38 
65-74歳速い(n=1674)

荷以n=2806)
遅い(n=1150)

分から立い(n=238)

3.43 
3.19 

2.76 

12 • 

75-84厳速い(n=1094)
間以n戸1853)
遅い(n=1700)

分からない(n=234)
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運動の頻度命

運動の頻度と生活満足の割合
l回30分以上の運動の頻度別に、各生活満足の割合をみた。どの生活満足も運

動の頻度が高くなると、肯定的な回答の割合が高かった。性・年齢階級別では
運動の頻度と肯定的回答の割合が一致しない群もあった。

6-3 

)
 

l
 

(
 

図6-3-H運動の頻度」と『健康の考え方」

1001弘80% 60覧40覧20% 。%

なし(n=6537)

週lこ1-2函(n=2408)

週lこ3-4困(n=1758)

遇1=5回以上(n=2385)

(P<O.01) 

運動の頻度と生活満足得点
運動の頻度と生活満足の平均得点を比較した。どの生活満足も運動の頻度が
高くなると生活満足の平均得点も高くなった。性・年齢別には運動の頻度と平
均得点が、一致しない群もあった。

両信雇で忘る面位扉云玩I 図示明1

(2) 

園6-3-20r運動の頻度』と健康観の平均得点(合計)

点5 4 

oo 

u
u
酌

3 2 。

65-74臓なし(n=2782)

週lこ1-2回(n=110 1)

週1=3-4闘(n=820)

遇!こ5回以上(n=1078)

75-84臓なし(n=2529)

週に1-2回(n=786)

週に3-4回(n=640)

遁に5回以上hヰ08)

作業の頻度

作業の頻度と生活満足の割合
l回30分以上の作業の頻度53IJ に、各生活満足の割合をみた。どの生活満足も作

業の頻度が高くなると、肯定的な回答の割合が高かった。性・年齢階級53IJでは
運動の頻度と肯定的回答の割合が一致しない群もあった。

)
 

l
 

(
 

6-4 

図6-4-H作講義の頻度jと『健療の感じ方」

20% 40% 60% 80\地 100% 0覧

なし(n=220 1)

週に1-2回(n=1884)

週!こ5回以上(n=6860)

週Iこ3-4回(n=2245)

-";.,0: -"_-_-_--""_-_"_----ー:己三三一

(pく0.01)

ー コ一一一一一一一一 r一一
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作業の頻度と生活満足得点
作業の頻度別に生活満足の平均得点を比較した。どの生活満足も運動の頻度
が高くなると生活満足の平均得点も高くなった。性・年齢階級別にも同様の傾
向であった。性・年齢階級別には運動の頻度と平均得点が一致しない群もあっ
た。

(2) 

臨6-4-20r作識の額度』と健康観の平均得点{合計)

o 2 3 4 5 
点

2.98 

富 3.12
瞳麹 3.36

2.28 65-74歳なし(n=657)
週!こ1-2回(n=764)
週に3-4回(n=937)

週Iこ5回以上(n=3465)

2.64 

盛覇 2.98

欝盟3.19
65-74歳 75-84歳 :P<O.OI

1.78 75-84歳なl-(n=1084)
逓lこ1-2閏(n=734)
週lこ3-4国(n=843)

過に5回以上(n=2209)

社会活動7 

仕事の頻度

仕事の頻度と生活満足の割合
仕事の頻度別に、各生活満足の割合をみた。どの生活満足も仕事をしている

方が、肯定的な回答の割合が高かった。仕事の頻度が増えると肯定的回答の割
合も増加する傾向があったが、性・年齢階級別では一致しない群もあった。

7-1 

)
 

I
 

(
 

図7ートH仕事の鎮度』と『鍵康の考え方』

40覧 60% 100% 0% 

(P<O.01) 

80覧

同画王室亙母重吾E唖望日

20略

なし(n=10054)

還に1回以下(n=658)

遭1=2-4回(n=1079)

遭1=5回以上(n=1378)

どの生活満足も仕事をし
仕事の頻度と平均得点が

仕事の頻度と生活満足得点
仕事の頻度により生活満足の平均得点を比較した。
ている方が得点が高かったが、性・年齢階級別には、
一致しない群があった。

(2) 

点
5 

14 -

関7-1-20r仕事の瀕皮』と健康観の平均得点{合計}

4 3 2 。

65-74離なし(n=3850)
遇に1回以下(n=378)
週102-4回(n=708)
遅に5回以上(n=907)

75-84歳なし(n=426 1)
遇!こ1閲以下(n=187)
週に2-4回(n=2 17)
週I二5回以上(n=295)



7-2 家事の頻度
(J) 家事の頻度と生活満足の割合

家事の頻度別に、各生活満足の割合をみた。どの生活満足も家事をしている
方が、肯定的な回答の割合が高かったo 家事の頻度が増えると肯定的回答の割
合も増加する傾向があったが、性・年齢階級別では一致しない群もあった。

図7-2-H家事の頻度』と『健康の考え方』

100覧80% 60効40弛20% 。括

なし(n=3838)

選!こ2-4固(n=3408)

週!こ1回以下(n=1227)

週に5回以上(n=4589)

(P<O.Ol) 

家事の頻度と生活満足得点
家事の頻度により生活満足の平均得点を比較した。どの生活満足も家事をし

ている方が平均得点が高かったが、性・年齢階級別には、家事の頻度と平均得
点が一致しない群があった。

画唾主唖亘画垂E扇町

(2) 

点5 

図7-2-20r窓事の鍋底』と健康観の平均得点(合計〕

4 3 2 。

65-74織なし(n=1387)
遁1=1回以下(nヱ588)
週に2-4回(n=1538)
遇lこ5回以上(n=2250)

75-84識なし(n=1593)
週!こ1回以下(n=399)
選lこ2-4固い=1225)
週に5回以上(n=1585)

回目74鼠 75-84践 P<0.01

地域活動の頻度

地域活動の頻度と生活満足の割合
地域活動の頻度別に、各生活満足の割合をみた。どの生活満足も地域活動を
している方が、肯定的な回答の割合が高かった。地域活動の頻度が増えると肯
定的回答の割合も増加する傾向があったが、完全に一致しない生活満足もあっ
た。性・年齢階級別でも同様であった。

7-3 

)
 

l
 

(
 

図7-3-H地域活動」と『健康の考え方j

100覧。%

(Pく0.0 1)

80施

唖唾長亙丙唾E画耳目

60% 40% 20% 

な以n=9863)

週1=5回以上(n=l 17)

週に1回以下(n=2429)

週に2-4回(n=654)
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地域活動の頻度と生活満足得点
地域活動の頻度により生活満足の平均得点を比較した。どの生活満足も地域
活動をしている方が得点が高かったが、地域活動の頻度と平均得点が一致しな
い生活満足もあった。性・年齢階級別にも同様であった。

(2) 

図7ート20r地議活動』と健康観の平均得点(合計)

点5 4 3 2 。

65-74歳な1..(n;4161)

週に1回以下加工1256)

週!こ2~4回(n;321)

遇!こ5回以上(n;52)

2 ,55 
3,31 
盤 3，56

朝日
65-74歳 75-84歳 :P(O，Ol

75-84歳なし，(n;3746)

週!こ1周以下(n;825)

週!こ2-4園(n;213)

週1~5閏以上(n;33)

他人の世話の頻度

他人の世話の頻度と生活満足の割合
他人の世話の頻度別に、各生活満足の割合をみた。どの生活満足も他人の世
話をしている方が、肯定的な回答の割合が高かった。他人の世話の頻度が「週 l
回以下」、 「週2-4回J と増加すると肯定的回答の割合も増加したが、「週5回
以上J では低下じていた。性・年齢階級)jlj にも同様の傾向であった。

闘ト4-H他人の世話』と『健康の考え方J

7-4 

)
 

l
 

(
 

100% 80覧60施40% 20施。%

なし(n;824 1)

週lこ2-4回 (n;1448)

週1~1回以下 (n;1800)

週に5回以上 (n;1589)

他人の世話の頻度と生活満足得点
他人の世話の頻度により生活満足の平均得点を比較した。どの生活満足も他
人の世話をしている方が得点が高かった。他人の世話の頻度が「週2-4同」ま
では、頻度が高いほど平均得点が高くなっていたが、 「週5回以上J では平均得
点は低下していた。性・年齢階級別にも同様であった。

(2) 

点5 

園7-4-20r他人の世話』と健康畿の平均得点(合計)

4 3 

2,99 
3,32 
13,43 
3,30 

2 。

65-74歳なし(n;3267)
選!こ1間以下(n;930)

週!こ2-4囲(n;753)

週に5回以上(n;837)

2,55 
3,22 
3,23 

2,93 

65-74歳 75-84歳。 P(O，Ol

75-84歳なし加工3257)
週!こ1回以下(n;619)

週iこ2-4固(n;619)

遇!こ5回以上(n;498)
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市民講座の受講

市民講座の受講状況と生活満足の割合
市民講座の受講状況別に、各生活満足の割合をみた。どの生活満足も市民講

座の受講経験がある方が、肯定的な回答の割合が高かった。性・年齢階級7JIJ に
も同様の傾向であった。

7-5 

)
 

1
 

(
 

図7-5-H市民講座受講状況』と『健康の考え方」

100% 80覧60覧40尚20'覧。%

多加経験な以n=7609)

1年以内に参加(n=1960)

現在参加(n=3707)

市民講座の受講状況と生活満足得点
市民講座の受講状況により生活満足の平均得点を比較した。どの生活満足も

市民講座の受講経験者の方が平均得点が高かった。性・年齢階級7JIJにも同様で
あった。

(2) 

点
5 

園7-5-20r市民酪座受鱗状況』と健康観の平均得点(合計)

4 

3.22 

3.46 

3 2 。

65-74動参加経験なし(0=3414)

1 年以内に著書加(n=818)

現在参加(n=l回2)

3.23 

2.47 75-84歳参加経験なし(n=2744)

1年以内に参加(n=731)

現復著書加(n=1381)

:P<O.Ol 

事

食事の回数

食8 

食事の回数と生活満足の割合
食事の回数により、各生活満足の割合をみた。食事の回数11 日 3回」で、肯定

的な回答の割合が高かった。性・年齢階級別にもほぼ同様の傾向であったが、
食事の回数による、肯定的回答の割合には有意な違いがみられない群もあっ
た。

8-1 

)
 

l
 

(
 

図8-トH食率回数」と『健康の考え方j

100拍

(Pく0.0 1)

80弘

29.6% 

42.0% 

画面畦唖唾墜!主E函F寸

60施

39.4% 

40% 20括0% 

1 日 1.2回(n=396)

1 日3回(n=13177)

1 日4閏(n=119)

7一一一今戸ごここそ三二ご τ=止と三一一一ζて一一'----"~~一一
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11 日 3
食事

(2) 食事の回数と生活満足得点
食事の回数により、生活満足の平均得点を比較した。どの生活満足も、
回」で平均得点が高かった。性・年齢階級53IJ にも同様の傾向であったが、
の回数と平均得点に有意の差がない群もあった。

5 

点

図8-1-20r食事回数』と鍵藤観の平均得点(合計}

2 34  

3.17 

2.62 65-74歳 1 日 1 ，2回 (nヰ151)

3 日3回 (n~5750)

1 目4掴 (n~37) 2.54 

2.23 75-84歳 181 ，2屈 (n~151)

1 日 3回 (n~4779)

1 日4回 (n~54)

2.78 

2.22 

65-74議 75-84歳 Pく0.01

蛋白質食品の摂取頻度

蛋白質食品の摂取頻度と生活満足の割合

蛋白質食品の摂取頻度により、各生活満足の割合をみた。蛋白質食品の摂取
頻度が高くなると、肯定的な回答の割合が高くなり、 11 日 3回」が最も高かっ
た。性・年齢階級別にもほぼ同様の傾向であったが、摂取頻度と肯定的な回答
の割合には有意な違いがみられない群もあった。

8-2 

)
 

l
 

(
 

図8-2-1r蛋白飽食品の摂取額度』と『健康の考え方」

100弛80% 60% 40% 20% 。部

ほとんどない(n~回}

1 日 1回印~3912)

1 日2固(n~4020)

(P<O.01) ー唾唖至極極亙画型E

1 臼3回(n~5562)

蛋白質食品の摂取頻度と生活満足得点
蛋白質食品の摂取頻度により、生活満足の平均得点を比較した。どの生活満

足も蛋白質食品の摂取頻度が高いほど平均得点が高くなり、 11 日 3回」で最も
高かった。性・年齢階級別にも同様の傾向であった。頻度が「ほとんどない」
と 11 日 l回」の平均得点の差は他の頻度問の差より大きかった。

(2) 

図8-2-20r蛋白質食品の摂取額鹿」と健康鏡の平均得点(合計)

o 2 3 4 5 点

3.00 

9 3.13 
盟 3.29

2.00 O

川
町
川
町0

2

5

5

8

 

戸

7
7
a

n
-
-
2
 

い
h
h
h

な
四
回
回

ど
?
2
3

ん
回
目

E

t
-
-
-

事
。

歳a守7
 ~

 

5
 

6
 

一
九
l
a

8
w
E
 

7
M端

5

6

M

 

5

2

L

Y

 

2

6

 

1.56 75-84歳ほとんどない(n~43)

181回(n~1323)

1 日 2回(n~1465)

1 日 3回(n=2122)
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野菜の摂取頻度

野菜の摂取頻度と生活満足の割合

野菜の摂取頻度により、各生活満足の割合をみた。野菜の摂取頻度が高くな
ると、肯定的な回答の割合が高くなり、 11 日 3回」が最も高かった。性・年齢階
級車Ijにもほぼ同様の傾向であったが、摂取頻度と肯定的な回答の割合には有意
な違いがみられない群もあった。

図8-3-1r野菜の録取頻度』と『健康の考え方』

20覧 40% 60% 80首

8-3 

)
 

l
 

(
 

100省0附

ほとんどない (n=l 17)

1 日 1 回 (n=2196)

1 日 2固い=3418)

1 日 3回 (n=7944)

(P(O.01) 
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(2) 

点5 

図8-3-20r野譲摂取頻度』と健康観の平均得点{合計)

4 3 2 。

65-74歳ほとんどない(n=45)
181回(n=1027)

1 日 2回(n=1497)

1 日3回(n=3367)

75-84鼠ほとんどない(n=56)
1 日 1 回(n=728)

1 日2回(n=1216)

1 日 3回(n=2975)
P(O.Ol 

睡眠問題

睡眠問題の有無と生活満足の割合
睡眠問題の有無により、各生活満足の割合をみた。どの生活満足も睡眠問題
がない方が肯定的な回答の割合が高くなっていた。性・年齢階級別にも同様の
傾向であった。

)
 

l
 

(
 

9 

図g-H睡眠問題の有無』と「健康の考え方j

100% 80% 60弘40槌20覧0% 

ある(n=6297)

ない(n=556 1)

• ーと一一 一一一一一一 一
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睡眠問題の有無と生活満足得点
睡眠問題の有無により各生活満足の平均得点を比較した。どの生活満足も睡
眠問題がない方が平均得点が高かった。性・年齢階級別にも同様であった。

(2) 

点
5 

図9-20r睡眠問題の有無』と健康観の平均得点{合計}

2 3 4 。

65-74歳ある(n=2482)

ない(n=2845)

75-84歳晶る(n=2390

ない(n=1948)

生活リズム

生活リズムと生活満足の割合

生活リズムの状況により、各生活満足の割合をみた。どの生活満足も生活リ
ズムが「規則的」の方が「不規則」より肯定的な回答の割合が高くなっていた。
性・年齢階級別にも同様の傾向であった。

)
 

l
 

(
 

1 0 

図lo-H生活リズムJ .1:: r健康の考え方J

100% 

(P<O.01) 

80施

27.8略

恒坐堅型空哩型竺里至理日

60% 40槌20% 。覧

規則的(n=11115)

不規則(n=1890

一一J
.. 

生活リズムと生活満足得点
生活リズムの状況により生活満足の平均得点を比較した。どの生活満足も生

活リズムが「規則的Jの方が平均得点が高かった。性・年齢階級別にも同様で
あった。

(2) 

点
5 4 

園10-20r生活リズム』と健康観の平均得点(合計}

3.25 

3 2 。

回目74緯線則的(n=5082)

不規則(n=782)

75-84歳歳員11的(n=4124)

不規買II(n=751)
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宗教への考え方

宗教への考え方と生活満足の割合

「宗教的な心を大切にしていますか」という設問への回答別に、各生活満足
の割合をみた。どの生活満足も「大切であるJ という回答の方が肯定的な回答
が高くなっていた。性・年齢階級別にも同様の傾向であった。

)
 

l
 

(
 

11 

100% 

関ll-1f宗教への考え方jと『健康の考え方」
0% 20% 40% 60弛 80覧

大切である(n=9777)

大切ではない(n=2993)

(Pく0 ，01)

宗教への考え方と生活満足得点
「宗教的な心を大切にしていますか」という設問への回答別に生活満足の平

均得点を比較した。どの生活満足も「大切である」という回答の方が平均得点
が高かった。性・年齢階級別にも同様であった。

(2) 

図11-20r宗教への考え方』と健康鎮の平均得点{合計)

o 2 3 4 5 
点

65-74歳大切である(n=4393)

大切ではない(n=1372)

75-84歳大切である(n=367 1)

大切ではない(n=1138)

用事を頼める人

用事を頼める人の有無と生活満足の割合
用事を頼める人の有無により、各生活満足の割合をみた。用事を頼める人が
いる方が肯定的な回答の割合が高くなっていた。性・年齢階級別にも同様の傾
向であった。

)
 

l
 

(
 

12 

図12-1r用惑を頼める人と「健康の考え方』

20略 40首 60% 80弘 100%

二一一---"_"_"0-"_"_-_-_--

ー里層雪唖亘唾垂E極言日 (P<O，0 1)

21 

29,8% 

47 ,6% 

。%

ある(n=11824)

ない(n=1121)



(2) 用事を頼める人の有無と生活満足得点
用事を頼める人の有無により、生活満足の平均得点を比較した。どの生活満

足も用事を頼める人がいるほうが平均得点が高くなっていた。性・年齢階級別
にも同様であった。

園12-20r用事を積める人』と健康観の平均得点{合計)

65-14歳ある(n~5425)

ない(n=532)

15-84歳ある(n=4562)

ない(n=430)

。 2 3 4 

13 生活全体(現在の生活)への満足と各生活満足の関係

5 点

現在の生活に満足しているか否かにより「健康観」、「精神的健康J、「精神的活力」、
「人的サポートへの満足J、「経済的満足J の各生活満足の平均得点を比較した。

すべての生活満足で、「現在の生活」に満足している方に、平均得点が高くなっ
ていた性・年齢階級別にも向様の傾向であった。 r健康観j、「精神的健康J での平
均得点の差が大きい傾向があった。

回2-1 生活全体への満足と健康観平均得点(合計)

65-14信満足(n~5060)

不満足(n~69)

15-64歳満足(n=4115)

不満足(n~192)

。

1.06 

2 3 

22 
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w まとめ

高齢者の生活への満足感(生活満足)と生活の実態(生活実態)の関連を検討
し、満足度の高い生活をするために重要である生活実態について考察した。

生活満足と生活実態の各調査項目は「図 1 高齢者生活実態調査内容 (P2) J に示す
ものとした。

1 生活実態別の生活満足
各生活実態の状況別に、各生活満足の回答の分布について性・年齢階級別
に、カイ二乗検定を行った結果のまとめを表W-HJ) ~(5) に示した。(性・年
齢階級別は男性前期高齢期、男性後期高齢期、女性前期高齢期、女性後期高齢期の
4群とした。)

(1) 配偶者
「健康観」の指標である「健康の考え方」、「体調J、「気分」、「元気J について肯

定的な回答の割合の配偶者の有無による違いは、すべての性・年齢階級でみら
れなかった。

「精神的健康」のうち「さみしさがある j とする割合も、配偶者の有無による違
いは、すべての性・年齢階級でみられなかった。「将来への不安J、「無力感J、「気
分の落ち込みj があるとする割合や、 「精神的活力」の「趣味」、「生きがい」、
「夢や希望」、「気力j があるとする割合は、配偶者の有無による違いが、性・年
齢階級感iにある群とない群があった。男性では配偶者がある者に高い傾向があ
り、女性では配偶者の有無による違いはなかった。

「人的サポートへの満足」の「周囲とのつきあいJ ， I家族とのつきあい」、「近
所とのつきあい」に満足している割合は配偶者がある者に高い傾向であり、
性・年齢階級による違いはみられなかった。しかしf友人とのつきあい」に満足
している割合を性・年齢階級別にみるとは、配偶者の有無により違いがある群
とない群があった。
「経済的満足」の「お金の余裕がある」、「蓄えがある」、「こづかいに満足してい

る J 割合は、配偶者の有無による違いはなく。性・年齢階級による違いはな
かった。

(2) 移動能力

「移動能力」では「公共の交通機関で一人で外出できる」、「隣近所まで外出で
きる j、「家庭内のみで移動j、「ねたきり」と移動能力が低下すると、生活満足の
「健康観」、「精神的健康」、「精神的活力」の各指標は肯定的回答の割合が低下
し、 「人的サポート」や「経済的」に満足している割合も減少していた。これら
の関連は性・年齢階級による差はみられなかった。

(3) 身体状況

身体状況の「治療中の疾患」、「視覚障害」、「聴覚障害」、「歯の障害」では治療疾
患がなく、視聴覚や歯の障害の生活への影響がない方がある者に比較して「健
康観J、「精神的健康」、「精神的活力」の各指標の肯定的な回答の割合が高く、
性・年齢階級による違いはみられなかった。 I経済的満足j については「治療
中の疾患の有無j や「聴覚障害の生活への影響の有無」では、満足と不満足の
割合には違いがみられず、性・年齢階級による違いもなかった。
「人的サポートへの満足」のうち「家族とのつきあいに満足している」者で

は治療疾患がなく、視聴覚や歯の障害が生活には影響していない者の割合が高
く、性年齢・年齢階級による違いはなかった。その他の「周囲J、「近所j、「友
人」とのつきあいに満足している者の割合は、性・年齢階級の各群ごとに異
なっていた。
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「経済的満足」については「治療中の疾患の有無」や「聴覚障害の生活への
影響の有無」では、満足と不満足の割合には違いがみられず、性・年齢階級に
よる違いもなかった。

(4) 社会活動
社会活動の「仕事」、「地域活動」、「家事j、「他人の世話」、「市民講座の受講」で
は、これらの実施頻度が高くなると「健康観」、「精神的健康J、「精神的活力」で
肯定的な回答をしている者の割合が高くなっていた。これは性・年齢階級によ
る差はなかった。

「人的サポートへの満足」でも社会活動を実施している方が満足している者
の割合が高い傾向にあり、性・年齢階級による違いはなかった。しかし、社会
活動のうち「地域活動」、「他人の世話JJ市民講座の受講状況」では、性・年齢
階級別にみると、 「家族とのつきあい」に満足と不満足の割合に違いがある群
とない群があった。

さらに「経済的満足」でも社会活動を実施している方に満足している割合が
高い傾向にあり、性・年齢階級による違いはなかった。しかし、 「他人の世
話」をしている者としていない者で、満足と不満足の割合を性・年齢階級別に
みると、違いがある群とない群があった。

社会活動のうち「他人の世話」ではすべての生活満足について、頻度が「週5
臼以上」になると、「遇 2-4回」より生活満足の肯定的回答の割合が減少する
傾向があった。 r地域活動」でも「精神的健康J や「精神的活力」に同様の傾
向がみられた。

(5) 生活活動

生活活動の「外出」、「買い物」、「食事のしたく」、「身の回りの処理」、「金銭管理J
では、これらの活動ができる方ができない群より「健康観」、「精神的健康」、「精
神的活力jでは肯定的な回答の割合が高く、「人的サポートへの満足」の各指標に
満足している割合が高くなっていた。これは性・年齢階級による違いはなかっ
た。

f経済的満足j でも、生活活動ができる方ができない群より、満足している
割合が高い傾向にあり、性・年齢階級による速いはなかた。しかし、 f生活活
動」のうち「外出J、「食事のしたく」、「身の回りの処理」ができるか否かでは、
経済的に満足と不満足の割合には、性・年齢階級により違いがある群とない群
があった。

(6) 身体活動
「身体活動」の「歩行」、「運動」、「作業j、「歩く速さ j では、これらを実施して

いたり、 「他の人と比較して速く歩くことができるJ とする方が、 「健康観J、「
精神的健康」、「精神的活力J では肯定的な回答の割合が、「人的サポートへの満
足」、「経済的満足」では満足しているとする割合が高くなっていた。これは性・
年齢階級による違いはなかった。

(7) 食事

「食事」のうち「蛋白質食品の摂取頻度J、「野菜の摂取頻度」では、その頻度
が「ほとんどなしJ から頻度が多くなるほど「健康観」、「精神的健康J、「精神的
活力」で肯定的な図答の割合が高く、「人的サポートへの満足」や「経済的」に
満足している割合が高くなっていた。これは性・年齢階級により違いはなかっ
た。

「食事の回数J では rl 日 3図j は、 rl 日 l 、 2回」や rl 日 4回」より、「健康
観J、「精神的健康」、「精神的活力」で肯定的な回答の割合が高〈、「人的サポート
への満足」や「経済的満足j に満足している割合がすべての性・年齢階級に高い
傾向にあった。
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しかし、女性の前期高齢期では「食事の回数」により「健康観」、「精神的健
康J、「精神的活力」についての肯定的な回答の割合には違いがなく、「人的サ
ポートへの満足」や「経済的満足J の各指標に満足している割合と不満足の割合
にも違いがみられなかった。

(8) その他
その他として「宗教」、「生活リズム」、「睡眠問題」、「用事を頼める人J について

は、いずれも「宗教を大切に考えている」、「生活リズムが規則的」、「睡眠問題が
ない」、「用事を頼める人がある j 者が、 「健康観」、「精神的健康」、「精神的活力」
についての肯定的な回答の割合が高〈、「人的サポートへの満足J やf経済的満
足j の各指標に満足している割合が高くなっていた。これは性・年齢階級によ
る違いはなかった。

l当\表l\V-l-(1)寸生活実線前別一期男「!桂健性織康観l1前一」期回女i 桂答性期舗 f同窓差設叩定t
1) 

量分〈同) 元置付 4)

1性 E性 里性 c性 3性 E性

l前期桂期|前揚 l桂期 前期[憧期!前期憧期|前期 l桂期前期桂期

l !ia偶者(有無) .. A .. ゐ .. 4弘 .. .. 
'" 

4色 .. .. .. .. .. .. 
i 蒔酷"段階} 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

体状況身
町 Z儲"盤、 。 。 白 。 o o 。 。 。 。 。 o 。 。 。 。

H有輔) 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

|聴覚障害(有無) 。 。 。 。 。 -" 旦 Q 。 。 。 。 D I互 旦 ロ
H有無) 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

社会活動
a腸僻1 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

、 4陸階} 。 。 。 。 。 Jコ Q 。一 。 。 。 。 口 旦 ロ 見

!r姻階.4"陪) 。 。 o 。 () () 。 。 。 。 ζ3 () 。 。 。 。

1M 、由也恒(鍾鹿島 41ilt1l智} 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

|甫毘醜座(頻度~. 4段階) Q ロ 。 。 。 」口 旦 主主 ロ Q 。 。 ~ ~ 旦

隼漏宿泊
|外出 1 立 0_ a () r、 r、 」三 王1 ιコL Q 。 D 一旦 -'L 旦

。 。 。 。 。 () 。 。 。 。 口 口 。 。 。 。

"'.1l"I1 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

身体活動
4腫隊1 。 白 。 o () () 。 。 。 。 口 口 。 。 。 。

|晶r纏会"防鵬、 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

'"繍.. 4随院量、 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

a明、 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

食 ~r組庖，.. 僧〕 。 ム 4色 '" o d主 .. 。 。 。 .. () 。

'" 企 。

!(緬度‘ 4段階} 。 。 。 。 A 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

.1野草(蝿度、 4由里) ~ q 。 。

'" 旦 旦 旦 旦 。 。 旦 」王 立

の他そ
|曜曲 1 」ユ -'L Q c、 o r、 o 玉1 旦 旦 o o o () 」企 」立

ず l..ltB l!J 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

1(;古傷抗 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

~ 1 (宕盤、 -'L 。 。 。 。 。 。 。 -'L ~ 。 。 。 。 。 。

"健康度の考え方自分を健鹿と且うか苦か *'体醐体聞は良いか吾か 叫気分気分lま良いか否か村元気元気か苦か

有怠差検定lまカイ2梁検定 O:P<O.Ol 1::.:P<O.05 J.弘有怠皇室無し
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表IV-l- (2) (2) 

よ?竺T
(* さみしさ{叫 無力感(* {ホ

ヨ性 k性 3性| て性 3性 k性 別主 女性

後期 |前期 !後期 |前期 後期 l前期 |後期 1前期 後期 |前期 |後期 |前期 l後期 |前期 |後期

配偶者(有無) 。 .. .. 。 。 。 。 。 。 d込 4色 。 。 。 A 

移動何段階) 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

体状i身兄
。 。 n n 。 n n o ζ3 o n 。 n n o n 

。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

。 ζ3 企 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

社活動会
. ，段階) 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

‘ 4段階) 。 o 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 o 
，"'.塗1 。 。 n n o n n o c、 o n o n 。 。

l帥 A 4段階〉 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 .. 。

E、 4段階} 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

活活動生
。 。 。 。 Q 。 。 _0 。 」ユ 。 Q 。 。 。 。

買 1 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

出重O)Lたむ o n o o 。 o n o n o o o o n o o 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

動体活身
4厨音院審】 。 。 」三 。 旦 旦 。 r、 o o r、 o o 。 o r、

。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

，...器】 o n 。 o A 。 o 。 o 。 。 。 。 o 。 o 
4段麟} 。 o 。 。 。 。 。 。 。 。 。 口 。 。 。 。 l

食 、 S段階} 。 4色 .. " 
。 。 。 。 。 。 .. ム 。 。 d弘 。

|罷白留合昆f緬~_4m酷 o ピ3 o o 。 ピコ o 。 o 口 o 。 。 o 。 o 
ヨ包 。 と3 。 。 。 。 。 。 。 。 。 o 。 口 。 。

:騒藍 010 ロ。口 0 口 0 口口 0 口 010 口 0 口口。

o I 0 10  r 0 I Q 10  I 0 l_Q I 0 I~ユ o I Q.l_O I 0 ~JO 

o f 0 I 0 I 0 I 0 I 0 I 0 I 0 I 01__0 J 0 I 0 10  I 0 J 0 I 0 

J無力感口ムIPO01 A E甲P(o.o官S 隅."有意葬無し

理師〈堵 I 夢や宥 望《地 J いきがい(*) 気 (* ) 

男性 k性 l 3性 て性 3性 定住 1性 k性
|止膏事抽 |後期 !前期 桂描 l前期 |後期 前期 |後期 |前期 |後期 l前期 !後期 |前期 後期 |前期 |後期
112 個者{有鍛} 企 4色 o o 。 。 企 4住 。 .. .. 
|移動"..勝} 。 o 」旦 。 q 。 。 。 。 。 。 ロ 。 。 。 。

身体状況
日有無} 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 o 。 o 。 。

o o o n o o r、 o ど、 o o o o 。 o r、

。

" 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

!(有無} 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

4回融} o o o ど3 r、 o r、 o o エz ロ -Q 。 。

''''臨妻、 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

a叫、 。 。 。 。 o 。 。 。 口 。 。 o 。 o 。 o 

"" ，..臨】 o r、 ~ 。 Q Q 。 。 」ユ 。 Q 。 。 。 。

4'"臨】 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

| 生動活活
外出 。 。 。 。 o 。 o 。 o 。 。 o 。 o 。 。

留g 。 」主 。 Q 。 。 。 。 」ユ 。 Q 。 。 o r、

.怠ffl' 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

。 o 。 o o o o o o 。 o o o o 口 o 
。 。 。 。 o 。 。 。 。 。 。 o 。 。 。 。

体活動身
、 4段階) 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

ζ3 o o o r、 o o o r、 o o r、 ど、 o o r、

、 4段階〉 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

食 i(箱摩 3陸酷} o A 4込 o 企 4色 .. r、 o 4弘 o n o d主 n 

lC頻度、 4段階〉 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

事 |野草(踊度、 4由緒) 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

の他そ
|指数 1 o ζ3 o o <-, o o o n o o c、 o o o o 

。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

"右処 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

r 害観号、(有無) 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

OいきPが<0い0J1 、 1 気"刀PJOOJ0有5 識Á 有意差無し
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表IV-1- (4) 「人的サポート , "、

し二々:::1J
7司四Eキ〉 友人(本) 家臨(* ) 近袴 (キ

毘.~ ,.., ヨ性 ，!宅金 3性 k性 ~!全 ~性

|後期 |柏期 |後期 l前期 |後期 |前期 |撞期 |前期 |後期 i前期 |後申 前期 fi占掴 [由掴 h春期

|配偶者{有無) 円 n 円 A A n 。 。 o o 。 ム A ム

|帯動 (4段階) 。 。 円 円 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

身 l ぬ暗由由権崩 f右恥 n n < A 。 。 。 .. A r、 n 円 A 円 A A 

I 体状3見
円 ハ ハ 円 o 。 。 r、 円 。 。 。 。 ハ ハ 円

。 n .. o Q 。 。 。 。 n n 。 n 企 o 
。 o o 。 。 。 。 。 。 。 o o 。 。 。 。

4会3 企舌
A時馳 A ハ • • o 口 ム .. n 4弘 A 円 円 A ハ • 
"空機} 。 n n n 円 。 。 。 。 。

'" o 。 。 o o 
，..齢者1 r、 口 n 円 。 。

'" o o .. r、 n r、 r、 円

動 l他人 .4段階} 円 n ハ ハ o o o r、 円 八 円 円 八 円

4段階) 。 。 。 。 o 旦 。 企 。 円 r、 円 円 。

生活i動舌
鉱山 l r、 ハ ハ 円 。 。 。 o o o r、 o o 円 n 円
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生活実態別の生活満足の得点

各生活実態の状況別に生活満足の項目である「健康観」、「精神的健康」、「精神
的活力J J人的サポートへの満足J、「経済的満足J 別に得点化し、性、年齢階級
別に比較した結果をまとめて表N-2 に示した。得点化は「表2 生活満足の
得点化 (P3)J により実施した。

2 

性

「精神的健康JJ経済的満足」の得点は、前期、後期高齢期とも男性が女性よ
り高くなっていた。「健康観」、「精神的活力」では後期高齢期では男性が女性よ
り高得点であったが、前期高齢期では性による違いはみられなかった。 I人的
サポートへの満足」では前期高齢期では女性が男性より高得点であったが、後
期高齢期では性による違いはみられなかった。

)
 

噌
E

ム(
 

年齢階級
「健康観」、「精神的健康」、「精神的活力」では、男女とも前期高齢期が後期高齢

期より高得点であった。 I人的サポートへの満足」では女性は前期高齢期が後
期より高得点であったが、男性では年齢階級による違いは見られなかった。
「経済的満足」では男性では後期高齢期が前期より、女性では前期高齢期がが
後期より高得点であった。

(2) 

r 

ム

表1V-2 ~生活実態別の生活満足平均得点比較の有意差検定結果

註ぞ!
健廟睡 精神的健康 精神的活力 人的サポート 経済的満足

11童 女性 1性 女性 2性 女性 国性 女性 3位 女性

|前期後期前期|後期 |前期|後期|前期|後期 |前期!後期|前期 i 後期 前期|後期前期|後期 |前期後期前期!後期
|性別 (T 

A 。 4弘 。 。 。 。 。 .. 。 4色 。 。 .. 。 i 企 。 。 。 。

|年齢階級 (T) 
。 。 。 。 。 。 4色 。 。 。

IIil偶者 (T) .. 
4‘ .. " 。 。 。 ム 。 A 。

4‘ 。 。 。 。 .. .. " 4弘
l移動 (rl 

。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

身 |治療申田疾風 (T 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

体 (T 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

状 (T) 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 企 。 。 。 。 。

現 |留の陣書 (T) 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

社 |佐羽臨 川〉
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 企 。 。 。 。 。

会 |寝耳厄 (N) 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

活 (N) 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

動 l他人の世話 刷》
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

|市民薗盛 側}
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

生 |品州 (T 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

活 l買い鞄 (T) 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

活 !食‘由した<τ} 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

動 |身の回りの処理的 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

会銭管理 (T) 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

身 !歩行 (NL 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

体 |歩〈遣さ (N) 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

活 N) 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

" 
。 。 。 。 。 。 。

|動 |作集 (Nl 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

食 |童事の回量 (NL 
。 。 .. 。 。 。 .. 。 。 。 .. 。 。 。 。 。 。 。 。 。

l畳自 (N) 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

1. I野草 (N) 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

そ 東敏 T) 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

の 生活リズム (T) 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

他 (TL 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

同事事与掴める人 (Tl 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

J 

"有愈差無し
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(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

配偶者
「健康観」、「経済的満足」についてはすべての性・年齢階級で、配偶者の有無に
よる得点の違いはみられなかった。 I精神的健康J 、「人的サポートへの満足J
では配偶者がある方がすべての性・年齢階級で高得点であった。 I精神的活
力」では性・年齢階級別に、配偶者の有無による得点の相違がある群とない群
があった。

移動能力

移動能力が「ねたきりH家庭内のみで移動j、「隣近所まで外出できる」、「公共
の交通機関で一人で外出できる」と高くなるほど「健康観」、 f精神的健康」、「精
神的活力J、「人的サポートへの満足」、「経済的満足」は高得点になっていた。ま
た、 「公共の交通機関で一人で外出できるj と「隣近所まで外出できる」の差
は他の移動能力問の差より大きい傾向であった。これらの関連には性・年齢階
級による違いはみられなかった。

身体状況

身体状況の「治療中の疾患」、「視覚障害の生活への影響」、「聴覚障害の生活へ
の影響」、「歯の障害の生活への影響j がない方が「健康観J ， I精神的健康」、「精神
的活力」、「人的サポートへの満足」、「経済的満足」のいづれも高得点であった。こ
れは、性・年齢階級による違いはみられなかった。

社会活動
社会活動のうち「収入を得る仕事J、「地域の役員やボランテイアなどの地域活

動」、「家の中の作業などの家事」、「他人の世話」、「市民講座の受講」は実施してい
る方が「健康観」、「精神的健康」、「精神的活力J、「人的サポートへの満足」、「経済
的満足」のいづれも、高得点であった。これは性・年齢階級による違いはみられ
なかった。

「収入を得る仕事」、「家の中の作業などの家事」では実施頻度が「なしJ、「週 l
回以下」、「週2~4回」、「週5回以上」と増加すると各生活満足度得点も増加する傾
向があった。しかし、 「他人の世話」では、すべての性・年齢階級で「週5回以
上J になると、すべての生活満足得点が、「逓2~4困」より減少していた。 I地
域活動」でも同様の傾向がみられる性・年齢階級があった。
また、 「なし」と「週l回以下」の得点の差は他の頻度聞の差より大きい傾向

にあった。

生活活動

生活活動の「外出」、「買い物」、「食事のしたく」、「身辺処理」、「金銭管理」ができ
る方が「健康観」、「精神的健康」、「精神的活力」、「人的サポートへの満足」、「経済
的満足」は高得点であった。それらの関連には性・年齢階級による違いはみられ
なかった。

身体活動

身体活動の「歩行」、「運動」、「作業」を実施している方、 「歩く速さ j が他人
より速いとする方が「健康観J、「精神的健康J、「精神的活力」、「人的サポートへの
満足」、「経済的満足」の得点が、ほぼずべての性・年齢階級で高かった。

「歩行」、「運動」、「作業j の頻度が「なしj、「週 1~2回」、「週3~4回」、「週5回以
上J と実施頻度が増加すると各生活満足得点も増加する傾向があった。

また、 「なし」と「週1~2回」の得点の差は他の頻度間の差より大きい傾向
にあった。
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食事

食事のうち「蛋白質食品の摂取頻度」と「野菜の摂取頻度J が「なし」、 11 日 l
回」、 11 日 2回」、 11 日 3回J と高くなると、 「健康観J、「精神的健康」、「精神的活
力J、「人的サポートへの満足」、「経済的満足」の得点が高くなっていた。また、
「なし」と 11 臼 l回」の得点の差は他の頻度問の差より大きくなっていた。こ
れらの傾向は性・年齢階級による違いはみられなかった。

(9) 

食事の「回数」も 11 日1，2回」よりは回J の方が「健康観」、「精神的健康j、「
精神的活力」、「人的サポートへの満足」、「経済的満足Jの得点が高い傾向が、ほぼ
すべての性・年齢階級にあった。しかし、女性の前期高齢期の「健康観J、「精神
的健康j、「精神的活力」の得点は、食事の回数による違いはみられなかった。

その他

「宗教を大切に考えている J ， 1生活リズムが規則的」、「睡眠問題がない」、「用事
を頼める人がいる」方が、 「健康観J、「精神的健康」、「精神的活力」、「人的サポー
トへの満足」、「経済的満足Jの得点が高かった。性・年齢階級による違いは見ら
れなかった。

(0) 

生活満足に関連する生活実態3 

ロジスティック分析生活満足に関連する生活実態の要素を抽出するために、
を行った。

生活満足の各指標を従属変数とし、位、年齢、配偶者の有無、移動能力で調
整し、共変量として表4の生活実態の要素を取り上げ、変数減少法で実施した。
変数の抽出は有意確率5%でおこない、オッズ比の信頼区間は95%とした。分析
の結果は表N-3及びNー(j) ~ (5) に示した。

健康続

「健康観」を示す「健康の考え方(自分が健康と思うか)
元気」については、 「身体状況J と「その他(生活リズム、
頼める人) J の項目が関連していた。
「身体状況」の「治療中の疾患がない」、「視覚障害の生活への影響がない」、「

聴覚障害の生活への影響がない」、「歯の障害の生活への影響がないj ことが健康
観を高めることに影響していた。特に「治療中の疾患」は「健康観」の全体に
高いオッズ比を示し、 「視覚障害の生活への影響」や「歯の障害の生活への影
響j も比較的かった。

「その他j として「生活リズムが規則的である」、「睡眠問題がない」、「用事を
頼める人がいるJ ことが健康観を高めることに影響していた。特に「睡眠間
題」は高いオッズ比を示していた。

「社会活動」の中では「収入を得る仕事をしているJ、「市民講座の受講経験が
あるJ、「身体活動」では「歩行の頻度が高いJ、「運動の頻度が高い」、「食事j の中
では「蛋白質の摂取頻度が宵い」ことが「健康観」を高めることに影響してい
た。

J、「体調J、「気分」、「
睡眠問題、用事を

)
 

-(
 

精神的健康

「精神的健康J を示す「将来への不安J、「さみしさ」、「無力感」、「気分の落ち込
み」には、 「健康観J と同じように「身体状況j と「その他(生活リズム、睡
眠問題、用事を頼める人) J の項目が影響していた。
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「身体状況J の「治療中の疾患がない」、「祝覚障害の生活への影響がないJ、「
聴覚障害の生活への影響がない」、「歯の障害の生活への影響がないJ ことが精神
的健康を高めることに影響していた。

「その他J として「生活リズムが規則的であるj、「睡眠問題がないj、「用事を
頼める人がいるj ことが健康観を高めることに影響していた。特に「睡眠問
題」と「用事を頼める人j は高いオッズ比を示していた。

「社会活動J の中では「仕事をしている j、「生活活動j の中の f身の回りの処
理ができる」、「食事J の「野菜の摂取頻度が高いj ことが、 「精神的健康」を高
めるために影響していた。

(3) 精神的活力

「精神的活力J を示す「趣味」、「夢や希望J、「いきがいJ、「気力」には「社会活
動」や「身体活動J、「その他(生活リズム、睡眠問題、用事を頼める人) j の項
目が影響していた。

「社会活動J では「仕事をしている」、「家事をしている」、「地域活動をしてい
る」、「市民講座を受講している」ことが、 「精神的活力j を高めることに影響し
ていた。

「身体活動j では[歩行頻度が高いJ、「他人と比較して自分が速く歩くと感じ
ている j J運動の頻度が高い」、「作業の頻度が高いj ことが、「精神的活力J を高
めることに影響していた。
「その他J として「宗教的なこころを大切に考えている」、「生活リズムが規則

的である」、「睡眠問題がない」こと、 「用事を頼める人がいるj ことが精神的活
力を高めることに影響していた。特に「用事を頼める人J は高いオッズ比を示
していた。

「身体状況」の中では「視覚障害の生活への影響がない」、「歯の障害の生活へ
の影響がない」、「生活活動j の中では、 「食事のしたくができる j ， r金銭管理が
できる」、「食事J の中の「蛋白質食品の摂取頻度が高い」ことが精神的活力を高
めるために影響していた。

(4) 人的サポートへの満足

「人的サポートへの満足」を高めるためには、 「身体状況j の「聴覚障害の
生活への影響がないj ， r社会活動」の「市民講座の受講経験がある」、「生活活
動」のうち「金銭管理ができるJ、「その他」の「宗教的なこころを大切に考えて
いる J、「生活リズムが規則的である」、「睡眠問題がないJ、「用事を頼める人がい
る」ことが影響していた。特に「用事を頼める人J は高いオッズ比を示してい
た。

(5) 経済的満足

「経済的満足」を高めるためには、 「身体状況」の「聴覚障害の生活への影
響がない」、「歯の障害の生活への影響がない」こと、 「社会活動」では「地域活
動をしているj、「市民講座を受講している J、「生活活動」では「金銭管浬ができ
る」、「身体活動j では「運動の頻度が高いj、「食事」では「蛋白質食品の摂取頻
度が高いj が、 「その他j の「生活リズムが規則的J、「用事を頼める人がいる」
ことが影響していた。

以上のように、 「身体状況」は「健康観j、「精神的健康」に、 「社会活動j は
「精神的活力j に、 「身体活動」は「健康観」と「精神的活力J に影響してい
た。

「生活リズムj、「睡眠問題」、「用事を頼める人」が、生活満足すべての項目に
関連があった。特に「用事を頼める人」は生活満足すべての項目に、 「睡眠問
題J は「健康観」と「精神的健康j との関係で高いオッズ比を示した。
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また、 「生活活動j や「食事」は、他の生活実態ほど明確ではないが、生活
満足のすべてに関連していた。特に「食事のしたく」と「蛋白質食品の摂取頻
度」は、 「健康観」、「精神的活力」に関連していた。

表町4 生遭遇昆と生活実態の口望丞杢-i'Z雪解析の結果の盤理

生活満足 櫨 康 観 精神的健康 精神的活力 人的サポートへの溝足 経済的満足

健由宥康 将来
さみ 無感力 ち気の込落分 夢希や望 いカ《きι 、

お金 こづ
体鯛 気分 元気 の不

しさ
趣味 気力 周囲 友人 家族 近所 の余 治、ι、 蓄え

え方 安
み

裕

生活実態 *1 *1 *1 *1 市2 *2 *2 本2 *1 *1 キ1 *1 *3 *3 ホ3 *3 *1 キ3 *1 

身 |治療中白装患 #1 @ @ @ @ @ @ @ @ @ 

体 #1 @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 

状 #1 @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 

況 歯の陣寄 #1 @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 

社 仕事 #2 @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 

会 軍事 #3 @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 

活 #2 @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 

動 l他人の世話 #2 @ @ @ 

市民繭座 #3 @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 

生 抗出 #5 
@ @ @ @ @ @ @ @ 

活 置い物 #5 
@ @ @ @ @ 

活 食事のした〈 #6 @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 

勘 身母国りの処理 #7 @ @ @ @ @ @ 

童館管理 #5 @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 

身 |事行由顔度 #6 @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 

体 |事〈連吉 #9 @ @ @ @ @ @ @ @ 

活 運動由頒度 #8 @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 

動 作柴田顔度 #5 @ @ @ @ @ @ @ 

世陰重盟国盤 #7 
@ @ @ @ @ @ 

#8 @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 

事 野菜由摂取額度 #11 @ @ @ @ 

そ |宗教 #12 @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 

の 生活リズム #13 @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 

他 #1 @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 

リ塁聖を照的晶人 #1 @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 

位. ，手酎、配偶者‘移動織力で閥睡し、 E数減少揖で輿施した。 生活溝足と関盟がある生活費躍にrOJをした。 P(O，05 すべてr+J

生活実態

#1 O:f晶りJ
#2 l:fなしJ
#3 2:fなし」、『週1 回以下』
#4 l:f駐し」
#5 O:fできないj
#6 l:fなl-J. 週1-2回」
#7 2:fなし』
#8 3: fなし」、「週1-2回」、 f遜3-4回』
#9 l:f他白人より遅いj、「同じJ
#101:1 日 1 ，2回
#11 l:fほとんどないj、 f181 回」、 fl 日2回j
#12 f宗教的こころを大切にしていますか」
#130 平規制
#140: fなし』
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毘満活生

1 ・「なし1
2: f週1回以下」、『週2-4回」、 f週5回以よ1
2: f週2-4回J、『週5回以上J
2: f過去1年のうちに受講ム『現在畳講J
1 :fできるj
2: f逓3-4由」、「週5回以上」
2: f週1-2回」、「遇3-4閏j 、 f週5回以上」
2: f週5回以上J
2 速い
2: 1 日3回
2:1 日 3固

0:いいえ 1 はい
1 規則的
1: fあり」
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高齢者への支援のあり方
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疾病の予防、早期発見と健康管理

本調査では高齢者の生活満足度のうち健康観や精神的健康には、治療中の疾
患の有無や視聴覚及び歯の障害の生活への影響の有無が関連していた。若年か
らの疾病の予防や健康づくりの重要性が改めて示された。また、高齢者には疾
病の早期発見と管理が重要であり、高齢者であっても定期的な健康診断を受
け、疾病の管理が適切にされるようなしくみや環境作りが一層必要である。ま
た、既に視聴覚の障害があるとすれば、日常生活の影響を最小にするような支
援が重要である。

)
 

-
a
A
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日常生活の維持と生活活動力の維持

高齢者の生活満足度に睡眠、生活リズム、食事が関連していることから、高
齢者の生活の質を高めるためには先ず日常生活が整えられることが必要である
と考えられる。そのために生活活動力の維持が重要となる。

「身の回りの処理j、「家事j、「買い物J、「金銭管理」などの生活活動力は健康状
態や移動能力との関連も強いと息われるが、中年期からの体験や家庭内での役
割分担なども関連していると思われる。
食事の中でも蛋白質食品の摂取頻度が高齢者の生活満足に影響していること
が考えられたが、これは単に摂取食品により生活満足度が上昇するのではな
〈、 1 日 3回適切に食事ができる条件が生活の中に整っていることが影響してい
ると思われる。

(2) 

高齢者世帯の増加で、生活活動能力の維持は必要に迫られている。しかし、
高齢者が日々の生活を全て管理することは、加齢に伴う身体機能などの変化等か
ら困難も予測される。各高齢者の体験や身体・精神機能に合わせ生活活動力を
維持し、不足部分を補填する支援が必要である。

高齢者の個別性を踏まえた社会活動や身体活動の機会の提供

身体活動や社会活動を実施することが、高齢者の生活満足度のうち精神的活
力を高めることが調査により示された。しかし、 「他人の世話J や「地域活
動」ではその頻度が高いことが高齢者の負担になっていることも予測された。

社会活動や身体活動は高齢になって急にできるもではなく、それまでの生活
範囲や地域、家庭での役割分担を各自の体力に合わせて維持していくことが、社
会活動や身体活動の維持につながると思われる。高齢者に社会活動や身体活動
の機会を提供することは重要であるが、社会活動や身体活動を強要したり、必要
以上に制限したり、過剰に地域や家庭での役割jを期待するなどのことがないよ
う配慮が必要である。

(3) 

高齢者を見守る地域づくり

社会活動や用事を頼める人の存在が生活満足度に関連していた。人は他者と
の交流をとおして、自分の存在意義を確認し、生活する意欲をうみだすことがで
きることを考えると、高齢者を孤立させないことが重要である。そのためには
現在実施されている保健事業、介護予防事業、高齢者のいきがいづくり事業など
が活用されるべきであり、さらに地域の日常生活の中で自然に高齢者を見守り
支援する地域づくりが必要である。

--------- :-~:-.r":_ 
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おわりに

今回、高齢者の生活の質を維持するための支援のあり方について、調査結果を踏ま
えて検討することで、「高齢者支援のあり方」に示したいくつかの視点を確認するこ
とができたので、今後その普及に努めたい。

さらに、調査結果を高齢者の性、年齢、配偶者の有無や移動能力による生活実態と
生活満足の関連、睡眠と身体活動などの生活状況間の関連と生活満足の検討などを実
施することで、より具体的に高齢者の健康教育に活用できると思われる。

また、本調査結果は、各市町村や県が高齢者を支援する保健福祉事業の成果を見極
めるベースラインデータとして、活用することができるので、市町村への情報提供を
図りたい。
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